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Quality for You 「『質』の高いサービスのご提供を通じて、 お客様一人ひとり

の生活や一社一社の事業の 『質』 の向上をお手伝いしたい。そして、 こうし

た活動を通じて地域 ・ 社会の発展に貢献していきたい」 という企業理念を

もつ三菱ＵＦＪフィナンシャル ・ グループ （MUFG） を持ち株会社とする。資

本金 11,962 億円で、 国内 792、 海外 76 の店舗網を形成（2009 年 3 月

末現在）。

http://www.bk.mufg.jp/

Finance

迅速な対応 ・ 処理が必要とされる市場系システムにおいて、

Linux を OS としたユーティリティ ・ コンピューティングを実現

三菱東京ＵＦＪ銀行 ( 旧東京三菱銀行 ) では 2004 年、 市

場系システムにおいて分散系システム基盤の統合を実施す

るにあたり、 イージェネラの 「Egenera® BladeFrame®」  ( 以

下 BladeFrame) を統合プラットフォームとして採用した。総

合的なコストと耐久性、 高いパフォーマンス、 仮想化技術に

よってプラットフォームを意識させない仕組みなどが採用の

理由となった。( 取材実施 ：2004 年12 月 )

預金 ・ 貸付や外為、証券、海外業務、ダイレクト ・ バンキングなど、

メガバンクとして幅広い業務を行う上で、 金融サービスの高度化のた

めには IT の駆使が不可欠と考え、 常に IT リーダーシップを銀行経営

のキーワードの 1 つとして位置づけてきた。

このことはもちろんメインフレームで処理する勘定系から分散系ま

で、 至るところに行き渡り、 IT 化は精力的に推進されてきた。特に 90

年代後半よりサーバー導入が本格化し、 各部門 / 各業務において高

度なコンピューティング環境が整えられた。

サーバー導入が進むにつれて、 業務効率の向上などの目標が達成

されたが、 分散系のシステム導入における弊害も発生してきていた。

それがシステム管理の煩雑化や、管理コストの肥大化である。

「当初は少なかった分散系システムの管理コストが、 2000 年には

システム管理コスト全体のかなりのウェイトを占めるまで増加し、 他を

ひっ迫するほどになっていた。もはや TCO の削減が不可欠と感じられ

るようになった」 （三菱東京ＵＦＪ銀行 システム部 副部長 大利一雅 

氏） という。

そこで、2 つの側面から TCO の削減の方策を打ち出した。1 つはシ

ステム部における組織の再編。そしてもう 1 つはシステム基盤の統

合化である。組織面では、 2003 年末に分散基盤グループを立ち上

げた。

これは、それまでプロジェクトごとに縦割りだった基盤担当の組織 ・

要員を、すべてのプロジェクトに共通の‘基盤’という横に貫くグループ

にまとめようというものだ。このグループは、 従来の枠組みにはとらわ

れずに、 複数のプロジェクト / システムにまたがったハードウェアや、 ミ

ドルウェア、 運用管理ツールなどを提供 ・ 管理。組織自体を基盤の統

合化に適した形態にすることで、 統合による効率化を推進しやすくす

る‘器’を整えた。

基盤の統合化については、 まずは多様な分散系システムがある市

場系システム分野をターゲットに、 統合サーバーを構築することとな

り、イージェネラの「BladeFrame」が選択された。

BladeFrame を使って

肥大化する分散系システムを統合

株式会社 三菱東京ＵＦＪ銀行

システム概要　　2004 年 ９月 現在



Egenera および Egenera ロゴ、BladeFrame は、米国内または他の国々の Egenera Inc. の商標または登録商標です。その他本文に記載されている製品名、商標および登録商標はそれぞれ各社の

登録商標です。
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まず、 市場系システムの中の、 「市場系ライブラリ管理」と「オプション ・ ア

ナライザ」、 「資金繰り管理システム（Muse）」で導入を開始。本稼働システム

とバックアップ ・ システムとで並列実行し、ストレージとして EMC 製品を使っ

てリアルタイムでデータをシンクロナイズする仕組みを作った。 「ライブラリ管

理については、 すでに 2000 年に統合を始めており、 40 を超えるプロジェク

トのライブラリを管理し、数として数十万のファイルを管理対象とした」（東京

三菱インフォメーションテクノロジー 分散基盤部 市場証券基盤課 シニア SE 

高い CPU パワーが要求される市場系業務で導入を開始

& マネージャー 井口智之 氏）。市場系という枠を超えた管理も実現させた。

通貨オプションのシステムは、 これまでアドオンのシステムとして構築してい

た。しかし、 相次ぐアドオンによりシステムが複雑化してきたのと、 より高い処

理能力が必要になったため、 グリッド ・ システムの導入を決定した。イージェ

ネラの BladeFrame では、 汎用グリッド ・ ファームへの処理の振り分けを行っ

ている。外貨の資金繰りシステムはそれまで他の UNIX マシンで稼働させて

いたものを移行した。市場系システムで重視されるのは、 システムの柔軟性

である。預金や貸付に代表されるような、 メインフレームで処理する勘定系

システムでは、 大量の処理が必要になるが、 それぞれの処理は比較的単純

で、処理ごとの違いはほとんどない。これに対して、為替や金利、スワップ、オ

プションなどの市場系では、 常に変化する市場の状況に合わせて処理を変

更する必要もあり、 非常に複雑な処理が要求される。処理数は非常に少な

いが、 個々の処理が複雑で、 しかも柔軟に変更させなくてはならない。つまり

市場系システムでは高い CPU パワーが求められると同時に、 柔軟に変更で

きるようにしておく必要がある。また、効率的なシステム拡張をするためには、

柔軟なスケーラビリティも求められる。

イージェネラの BladeFrame は、 多くの点で非常に有利と判断された。まず

は柔軟性。ブレードを増やすだけで、 システムの処理能力を高められる。ま

た、 障害が発生したシステムをフェールオーバーさせて、 正常に稼働している

システムに切り替えることも可能である。　また仮想化技術を使うことで、 今

後多くのアプリケーションを稼働させることになっても、それぞれのアプリケー

ションごとにブレード単位で CPU リソースを振り分ける必要はない。特定の処

理能力を持たせた仮想化したサーバー ・ リソースを個々のアプリケーションに

振り分ければよいためである。また、 ブレードの追加だけでシステム強化が可

能になることは、一般的なシステム拡張と比較して大きなメリットがある。

一般的にサーバーを強化する場合、 電源やネットワークなどの追加が必要

になる。新しいプロジェクトがあると、 電源やネットワークなどそれぞれについ

て稟議を通して、 最後にサーバー本体の強化を始められるということになる。

イージェネラの BladeFrame では、 「ネットワークや電源を複数のブレードで共

用できるため、新たな投資を最小限に抑えられる。また、新たなシステムのた

めにネットワークを再構築して VLAN を用意する必要もない」（東京三菱イン

フォメーションテクノロジー 分散基盤部 統合標準化基盤課 System Engineer 

池田裕 氏）というように、 サーバーの仮想化技術でこれらの問題を解決する

ことができるのである。

ハードウェア選択の基準として、 もちろんコストが真っ先に挙げられた。分

散化を推進した弊害から発生したコスト増に、 さらに莫大なコストが投下さ

れ続けるようでは無意味になってしまう。導入コストに加え運用コストなど、

TCO を重視したコスト比較が行われた。次に重視したのはポータビリティであ

る。さまざまなシステムを稼動させるための基盤となるためには、 固定化した

システムでは対応が難しくなる。ストレージや OS、 周辺機器など、 できるだけ

柔軟性の高いシステムが求められた。「サーバーの中には、 動作保障している

ストレージや周辺機器を、サーバーと同一ベンダーの製品に限定しているもの

も多くある。その点、 イージェネラのサーバー製品は、 EMC などのストレージも

利用でき、 接続機器のポータビリティはとても高いと評価できた」（三菱東京

ＵＦＪ銀行 システム部 次長 清水治彦 氏）。

イージェネラの BladeFrame 上で稼動させる OS としては Linux を採用した。

これもポータビリティの高さを評価したためだ。特定ベンダーの UNIX の場合、

ストレージからアプリケーションまで、 広い範囲で限定されてしまうものも多

い。これに対して Linux の場合は、 対応ストレージも幅が広く、 アプリケーショ

ンも豊富にある。また既存の UNIX アプリケーションからのポーティングも可

能になる。さらには、 将来ハードウェア ・ プラットフォームを変更するといった

場合に、 他のサーバーでも動作させられるといったことも考慮に入れた。　ま

た、このようにハード面でもソフト面でもポータビリティを広げておくことは、ベ

ンダー選択の自由度を広げることにつながる。特定のハードウェアに縛られ

て、取り扱えるシステム・ベンダーが限られてしまうということにならない。ハー

ドウェア、OS、システム ・ ベンダー、これらすべてのポータビリティの高さという

点で選択された結果がイージェネラの BladeFrame だったのである。

柔軟性が要求されるシステムの統合には

ポータビリティの高さが求められる

東京三菱インフォメーションテクノロジー
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イージェネラ株式会社

〒163-0806 東京都新宿区西新宿 2-4-1　新宿 NS ビル

TEL : (03) 5321-7157　FAX : (03) 5321-7158　 

Email : info-jp@egenera.com 　URL : http://japan.egenera.com/

（2004 年 12 月現在）


